
終章 地域発展の基盤としてのローカル ・コモンズ

1. 地域発展におけるnoro概 念の持つ負の側 面

noro概 念は、ビチェ村のローカル ・コモンズの基 になる、資源を共 同利用するうえでの正 当

性を示す共通認識 であった。しか しながら、多様な開発を導入し、また開発をきっか けにロー

カル ・コモンズを再構築していく過程において、noro概 念の各要素が内包する負の側面が表

出 していた 。

盗伐や盗漁、伐採権料や魚販売利益などの着服に対して、厳しく諌めることを良しとしない

「寛容さ」は、「負の寛容」とも言い換えられる。つね に「寛容さ」を示すことがnoroと みなされ る

がゆえに、強い不満や非難の意思が表出することは稀であるものの、利益の着服などが続く

と村 人同士の信頼関係が少しずつ崩れていくことにつながっていくのである。それ は、魚販売

への積極的な関与を村人にためらわせることにもなっていた。

開発仲介者などに対する「負 の寛容」は、商業伐採のような開発 (外部者) がローカル ・コモ

ンズにすり寄ることを許し、商業伐採によるローカル・コモンズの混乱は、地域発展を阻害する

ことにもつながっていた。

池 田 (2005: 9) は、法 や規則 自体が 「正 しい」ものでなけれ ば、いくら社会 の成員が法や規

則を遵守していても、環境 の破壊 や汚 染が起き得ることを指摘している。これは、ある地域社

会で慣習的に共通認識 とされてきた正 当性が、いかに人々によって尊重されたとしても、環境

の破壊や汚染を招かず、また他地域に被害をもたらさないというわけではないとも言い換えら

れ よう。

ビチェ村におけるnoro概 念についても、「寛容さ」を内包するがゆえに、商 業伐採の導入を

許し、結果的に目に見える村の生活および自然への被害として、建築用樹木の枯渇化を招い

たともいえる。

木彫り細工用樹木および一部の村人によるヤシガニの採集程度の利用しか行われていな

かったブロ島の樹 木が、木彫 り細工用樹木などを除いて枯渇化しかねないことも、「寛容さ」に

よって受 け入れ得るとされることにつながったのである。noro概 念は、必ずしもすべての 自然

に対 して「保護」的なものでも、「持続 的な利用」をすることにもつながらず、「環境破壊」的な側

面も持っているといえよう。

「気前の良さ」についても、負の側面を持っていた。

伐採企業やプレスリーのような商業伐採の仲介者 が、村 人全体に多くの利益をもたらし、村

人らに「気前の 良い」振舞いを行うと期 待していたことが 、商 業伐採の導入に繋がっていた側

面 もあ った146。

146  サゲオナ村における商業伐採契約は、気前の良い振舞いが契約の締結に結びついた事例のひ

とつであった。村を訪れた伐 採企 業幹部 らが、村人にジュー スや ビスケッ トなどを大量に振 舞

い、その気前の良 さに村人が大喜び してい る間に、村の老人 の1人 に契約 書にサイ ンを させ て

い た 。
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また、「気前 の良さ」を示すことが求められることによる、ホニアラでの魚の提供 、安売 りは、

魚販売の減益をもたらしていた。

「働きか け」の重視 については、魚販売 において、海 に働きかけを行 った者 (つまり漁労 活

動を行った者) が利益を得られるという解釈、主張に結びつき、村人同士での 「気前の良い」振

舞 いや「相互扶助」の活発化を妨げる、という負の側面を持っていた。

「相互扶助」の重視 は、村全体 での建 築作 業という「相互扶助」が 、魚販売という開発よりも

優 先され 、魚販売が中断されるに至った主要な要因のひとつにもなっていた。「相互扶 助」の

重視 、活発化も、魚販 売という開発の成功にのみ 目を向けるのであれ ば、負の側面を持って

いた といえよう。

noro概 念の4要 素は、その活発化もしくは共通認識の強まりが、村 人の求める「豊かさ」に

結びつくこともあれ ば、また地域 発展を妨げる負の側面が、前面に出てくることもありうるので

ある。ローカル ・コモンズを基盤にした地域発展 は、ローカル ・コモンズ 自体が内包する要素が

正と負の両側面を持ち、地域を混乱や衰退にも向かわせるという困難さを持っているといえよ

う147。

2. 求める地域発展 の姿のずれ

noro概 念という共通認識を持つ人 々の範囲が変わ り、求める地域発展の姿がずれていくと

いう難 しさもある。

ビチェ村の人々は、ビチェ村に暮らすVP集 団を、noro概 念という共通認識を持つ「核」とし

ていた148。しかしながら、その「核」の周辺にいる人 々、すなわち他村のM集 団の人々やVP集

団、マロアナ集団などとのつながりを断ち切っているわけではなかった。地域発展の模索過程

において、「核」の外に伸びるつなが りも部分的に相互利用ネットワークのなかに加え、多様な

ものが獲得され ていた (表7-1)。

サゲオナ村の人々は、こんなに気前の良い伐採企業であればどんな利益をさらに村にもたら

して くれ るか、 と大きな期待 を抱 くことになったのである。
147 前述 のよ うに、 内発的 発展論は 「文化遺産 (伝統)」 や 「自立的 な発展」、 「地域のアイデ

ンテ ィテ ィ」を 重視 している。noro概 念 を基盤 に した ロー カル ・コモ ンズの持つ負 の側面 は、

地域 社会の持 っているもの、形成 して きた ものが、内発的発展の妨げにもな りうることを指摘

す るこ とが できる。
148 ビチェ村 を核 と して相 互利用ネ ッ トワー クを維持 してい くことは、 島内の他村の社会や資源

へ の無関心につながることに もな りうる。bangaraで あるハ ローニは、商業伐採 な どを導 入し

続 けるペ ンジュク村 な どの 人々に指導 力を発揮 してい くことを放棄 していた。 イアニは、ペ ン

ジュク村のチー フであったが、ペ ンジュク村をまとめてい くこ とをあき らめ、 ビチェ村に居住

し続 けることを選 んでいた。 土地紛争を嫌 うソンビロ村住民が ビチ ェ村への移住 を希望 しても

いた。

ビチ ェ村の人 々は、vusivusiが はび こり、勝 手な 七地所有権の主張 を行 い、また商業伐採 な

どの導 入を繰 り返す他村 を冷笑 して いた。2005年 には、ベ ンジュク村 で伐採 対象地の地すべ り

が 生 じていたが、 ビチ ェ村の人 々は自 らには関係の無い ことだ としていた。

noro概 念 を共通認識 として まとまった ビチ ェ村の姿が、他の周辺地域に どのよ うに映 るのか、

そ してどの よ うな波及的な影響 を 与え うるのか、今後 も強い関心を持 って見てい きたい と考え

てい る。
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表7-1 ビチェ村の人々が地域発展の模索過程で獲得した主なものと利用したネットワーク

出所) 聞き取り調査より作成した。

注) キリスト教徒化によって、村人が得たものもあると考えられるが、キリスト教を村人が望んで獲得したかどうかの

判断がつきかねるため、本表では除いた。

しかしながら、ビチェ村に暮 らすVP集 団が求める地域発展の姿と、都市部や他村のVP集

団が求めるものとの間にずれが生じることもあった。

現金収入の獲得のみを目的として商業伐採を進めたプレスリーと、共同利用資源である建

築用樹木の枯渇化を危惧しつつ、焼畑用地としての伐採跡地の利用も進めていこうとしてい

たビチェ村の人 々とは、商業伐採に求めるものに大きな違いがあった。

また、都市部の公務員とベカベカ中高等学校の教員であるVP集 団の成員らが試みた、村

外就労を目的とする教育の推進およびトイレの個室化の失敗も、求める地域発展の姿にずれ

が生じた事例として挙 げられる。

教育については、読み書き計算など基礎学問を学んで村での生活に活かせれば十分であ

るという考え方をする父母が多く、都市部や他国で働けるように忍耐強く学び続けて高い学歴

を得ようとする子どもたちも稀であるため、みなで子どもたちの高学歴化を進めようという動き

が実体化することはなかった。

教育は、個人のためというよりもむしろ、他の村 人のために手紙を書いたり、読んだり、また

聖書 の解説 をし、計算などができるようになることで、村 全体 の役に立つようになるために必

要だという認識を、村 人は持っていたのである。

トイレについては、衛生面の「向上」のために個室を作り、トイレットペーパーの利用を進め

ようとしたものの、村人らは汚く狭い個室で使い慣れないトイレットペーパーを利用するよりも、

浜辺 の開放感 、海水でお尻を洗うことの快適 さ、連れ ウンチの楽しさ、トイレ場所の選択の 自

252



由をより良 いと評 価 した149。

他 出したVP集 団の成員らは、村人とは異なる地域発展の 目標を持ち、それを村人らと共有

す ることに失 敗 したといえよう150。

3. 地域発展 における外部者の関わ り

ビチェ村 のローカル ・コモンズの動態か ら見えてくる、ローカル ・コモンズを基盤にした地域

発展とはどのようなものなのだろうか。

それ は現金収入や船外機、小学校などの設備を獲得しつつ、よりnoroで あり、「豊か」と認

識するローカル ・コモンズを形成し、また再構 築していく過程 そのものであった。村人が獲得し

たいと考えるものはその都度 、変化していく。また状況に応じて、よりnoroだ と強調される要素

も変化していくという難しさを持っている。

村人の求める「豊かさ」は 、時によってまた場所 や人によっても変わっていくのだろう。生活

の質の 向上 や 自給を基盤 にした生活の安 定などが「豊か さ」とされることもあろう。現状 の維

持という、変化しないことがあるべき地域の姿として捉 えられることもありうる。地域発展とは、

149 村人のなかには、 ホニア ラに滞在 した際に も、居候宅の個室 トイ レを使わず に浜辺 まで数十

分歩き、用を足す者 もいた。
150 マ ロアナ集団のように、ビチェ村の 人 々と近い関係にある親族集団による、ビチェ村の 資源

利用について、 本稿 では詳述 して こなかった。 しか しなが ら、相互利用ネ ッ トワー クの成員 に

もな りえ、 また 「近い」外部者 とも位 置付け られ る周辺親 族集 団との関わ りも重 要である と考

えてい る。

2005年12月 には、 ヴァングヌ島ニニベ (Nineveh) 村 とザイ ラ (Zaira) 村のマ ロアナ集団

の人 々が、 ビチ ェ村を訪れ、 結婚 式用にマ ングローブオオ トカゲを5匹、 ク スクスを4匹、 オ

オ ウナギを30匹 獲っていた。ニニベ村、 ザ イラ村の人 々はユナイテ ッ ド教会 (旧メ ソジ ス ト

派) のキ リス ト教徒であ り、 これ らは食禁忌 とされ ていない。 ビチ ェ村 の人 々は、 過去にもマ

ロアナ集団の 人々が ビチ ェ村 を訪れ てクスクスな どを獲 ることを快 く認めていた。

しか しなが ら、2004年 以降 、ニニベ村やザイラ村の人々は、 補償金 を受け取 る代わ りにWWF

の指導 に基づいた森 林お よび海洋 資源 の管理を行い、 伐採禁止 区域や禁漁 区、 禁漁期間 を設け

る ようになっていた。居住者以外の他村者 による漁労 も禁 じられたため、 ビチェ村の人々 もニ

ニベ 村、 ザイラ村周辺海域 での漁労活動ができなくなっていた。 ビチェ村の人々が ヴァングヌ

島周辺で漁労活 動を行 うことは まれで あったが、村人 はマ ロアナ集団 とい うつ なが りを基に行

われて きた漁労活動が認め られ な くな ったこ とに不満を感 じていた。

また、 ビチェ村の 人々の一 部は、 ニニベ村やザイラ村に優先利用権のあるココヤ シ林を持 っ

ていたが、居住者 らに よって勝 手に利用 されてい ると認識 していた。

そ して2006年 以降、 ビチェ村の人 々は、ニニベ村やザイ ラ村の人 々によるビチェ村お よび

周辺海域 の資源利用を拒 んでい く考えがある としていた。 また ビチ ェ村の子 どもの1人 が、 ニ

ニベ村の人 々のオオ ウナギ獲 りな どを 「盗み (chiko)」 と認識 し、ニニベ村の村 人のナイフ

を報復 として盗んでいた。 他村、 他 島に まで またが る親族集団のつなが りや相 互利用ネ ッ トワ
ー クは、外 部者 であるWWFに よる厳格な規制の設定に よって脅か される可能性を持っ てい ると

いえ よう。

ザ イラ村周辺地域 では、2006年 にSP社 による商業伐採が計画 され ていた。2005年12月 の

来村時 には、ザイ ラ村の人 々はマ ロアナ集 団で もあ るハ ローニやイアニなどに商業伐採に賛成

して くれ るよ うに頼んでいた。

M集 団やVP集 団のみでな く、マ ロアナ集団の よ うに近接す る親 族集団 との資源利用における

関わ り、またそ こに伐採企業や国際 協力NGOな どが どのよ うに関わって くるのか、 注視 してい

きたい 考えている。
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完壁な発展 というゴールがあるものではなく、多様な「豊 かさ」に向かう試行錯誤過程そのもの

ではなかろうか 。

ソロモン諸島は、慣習的な資源 の共同利用が法的にも実質的にも認められており、資源を

自家消費 目的もしくは収入を獲得するために共 同利用する人々が 生活 してきた地域 、と位置

付けられ る。資源の共 同利用を柱とするローカル ・コモンズを基盤 にした地域の発展 において

は、どのような資源利用がnoroと みなされるか、といういわば資源 管理のあり方の模索が、試

行錯誤過程の重要な一部分を占めることになる。

井上 (2004) は、地域 の 自然資源への関わ りの深さに応 じて発言権を認められた、多様な関

係者 による自然資源の「協治」を進めるべきだと論じている。

「地域の 自然資源 に関わろうとする外部者および 、外 部者らが対象とする資源とその管理

制度」を「外部者の資源管理」と呼ぶこととしよう。

ここでいう外部者とは、ローカル ・コモンズにおける相互利用ネットワークの外部 にいる者で

あり、地域のいずれ の資源 に関しても成 員利用権 が認められ ていない者 を指す。ビチェ村 の

事例で言えば、ビチェ村の居住者でもM集 団でもない他村者 や伐採企業などが 、外部者 に当

たる。

「外部者の資源管理」が対象とする自然資源やその管理制度 は、ローカル ・コモンズのそれ

と完全に重なり合うわ けではない。自然資源 に関わる目的も対象とする資源も、外部者によっ

て異なることが 多いと想 定すべきであろう。

例えば、教会や植民地政府関係者らは、資源の 利用 許可を得やすくするという目的のもと

にガトカエ島を四分 化し、bangaraの 下にチーフを置くよう働きかけた。カカオ栽培を指導した

農業局は、小集団ごとの栽培区画を作らせた。

商業伐採では、伐採企業が建築用樹木に大きな経済 的価値を付与するとともに、素早く大

量 の樹 木を伐採することを目的 に多くの村 人を雇用し、村の生活のなかに雇用労働 という労

働形態を持ち込んだ。

地域発展においては、各地域が互いに発展を阻害せず、また資源 の地域差を埋めるように

助 け合いなが ら、相互 に発展していくことが理想的な姿のひとつと考えられる。「協治」は、多

様な地域 や組織 に属する人 々が協 力して資源管理を行う、という理想 に則った仕組み ともい

えよう。

これらを現実離れ した理想論だと片付 けることもできるが、地域住 民の視点に立てば、外部

者 は、資源管理 のみでなく地域発展 のための基盤 として利用できる、という側面を持っている。

ローカル ・コモンズと「外部者の資源 管理」が部分的にすり寄り、また離れつつ資源管理のあり

方を探ると同時に、ローカル ・コモンズとそこに関わろうとする外部者が基盤 になり、地域発展

を模 索していくのである。

ビチェ村 の人々は、「気前 の良さ」、「寛容さ」、「相互扶助 」に加えて、「働 きかけの重視」を

核 とするnoro概 念を形成し、また「したたかな壁」によって、外部者 に対応するようになりつつ

あった (図6-8)。

「したたかな壁」を形成する「ケチ (利 己的 ・わ がまま)」、「厳格さ」、「雇用労働の重視」、「境
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界 の強 調」は、それぞれ 「気前 の良さ―ケ チ」、「寛容さ―厳 格 さ」、「相互扶助―雇 用労働の

重視」、「働きかけの重視―境 界の強調」という形で、noro概 念の各要素に対応する。

これらを、それ ぞれ村人が重視しようとする方 向を示す軸として、またその方 向に促 していく

力として用いて、ローカル ・コモンズと「外部者の資源管理」が基盤 となった地域発展を図化し

たものが 、図7-1で ある。

ここでは、「気前 の良さ―ケ チ」、「寛容さ―厳 格さ」、「相互扶助―雇 用労働の重視」、「働き

か けの重視―境 界の強調 」という4本 の方向軸 が、地域社会 (部分的に外部者を含む) を、地

域発展にも、地域衰退にも進めうる上向き、ときに下向きに変わる上下可変的な軸 になると想

定 している。

ローカル ・コモンズ と「外部者 の資源 管理」は、地域 の発展を志向する上向きの 力に引っ張

られながら、またローカル ・コモンズや「外部者 の資源 管理」を構 成する何らかの要素の負の

側面という下 向きの力 (例えばnoro概 念の負の側面) に引っ張 られながら、動き続 けることに

なる。この動態 の過程こそが、地域発展 (衰退) なのである。

図7-1 ロー カ ル ・コモ ンズ と外 部 者 の 資 源 管 理 を基 盤 にした地 域 発 展 モデル

注) 外部者がローカル・コモンズにおける相互利用ネットワークに加わっていくことで、外部者の資源管理が

地域発展の基盤となっていくこともイメージしている。
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ビチェ村の人 々も、外部者との関わりを拒んできたわけではなく、ローカル ・コモンズの変容

の多くは外部者 との関わ りのなかで生じていた。

関根 (2001) は、「島民が新たな外来の影響に触れたときに在 来の文化要素に基づく文化的

操作を介 して外来のものを理解 し、自らの判断で集団的 、個 人的に利用 (操作) することので

きる状態」を、「内在化」と呼んだ。

また前川 (2004: 10) は、「グローカリゼーション」を、「グローバ リゼーションの波が世界の各

地域 に到来した際の 、対象社会 によるズレを伴う受容を『ローカリゼーション』の過程として記

述するための概念」として用いている。

「内在化」や「グローカリゼーション」は、ローカル ・コモンズに外部者が押しかけ、またすり寄

っていくなかでのローカル ・コモンズの対応もしくは受容過程を示す概念 とも言い換えられ よ

う。

ビチェ村の事例では、旅客船 や漁船などの外 部者の来島に対して、資源の成員利用権 や

優先利用権の対象を、利用 目的に応じてM集 団からVP集 団に限定し、また部分的に有償化

するような「したたか」な対応を行っていた。また、製材販売をきっかけに、商業伐採導入時に

行われた野生の建築用樹木に対する優先利用権の主張を否定し、成員利用権の対象に戻す

というローカル ・コモンズの再構築 が行われた。魚販売では、気前の良い漁獲物の贈与 ・分配 、

相互扶助活動の再活発化が試みられた。

何らかの開発 によって生じたローカル ・コモンズの混乱は、関根 の言う開発の 「内在化」や

前川のいう「グローカリゼーション」の過程 における「負の側 面」とも言い換 えられ よう。ビチェ

村の事例 では、ローカル ・コモンズに生じた混乱を、さらに新たな開発の導入をきっかけとして

修正し、再構 築していくことを試みてもいた。しかしなが ら、ローカル ・コモンズを再構 築してい

くうえで基 にされたnoro概 念は、「負の側面」も内包 しており、再構築作業は試行錯誤の連続

であった。

資源 管理に関わろうとする外部者 は、対象地域の資源へ の強い関心を基 に、地域の相互

利用ネットワークに加わ ることを試み、資源管理 (もしくは地域発展) において、地域住 民と共

有 しうる「豊かさ」の具体的な姿を探っていくことになるだろう。

その模索過程において、たとえば外部者が資源利用の持続性を高めるために資源の利用

者を限定し、また利用規 制を強めることを試みた場合、ビチェ村 の人々であればどのような反

応を示すだろうか。

販売 目的での資源利用 については、VP集 団以外の他村者に厳 しい利用規制がか けられ

た。しかしながら、自然資源 の自家消費 目的での利用について、他村者の生活を危うくするよ

うな利用規制 は形成されなかった。利用 者を限定し規 制を厳しくすれ ば、資源 利用の 「持続

性 」は高まり、外部者からすれ ば、より良い資源 管理であると評価することは可能 かもしれな

い。しか しながら、地域社会の人 々が過 度な規制を嫌い、寛容 に気前 よく振舞うことを良しとす

るならば、成員の限定や利用規制 の厳格化は、地域発展に結びつかないだろう。資源 利用の

持続性を高めるための規制の強化は、地域社会の 「豊かさ」を失わせることにもつながるので

ある。
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資源管理のあり方 は、常に試行錯誤するものであって、それ が地域社会の人々がより良い、

もしくはnoroと 認識する地域発展を志向する力に引っ張られているとき、その試行錯誤過程

は地域発展 の一部となるのではなかろうか。

また、試行錯誤 という過程 のみでなく、何 らかの成果が出た際にもそれを地域 の中に還元さ

せていく方法によって、それが地域発展とみなされるかどうか 、変わってくると考えられる。た

とえば、外部者 との関わりのなかで何らかの資源が収入源 となり、多くの利益を村人が手にす

るようになったとしても、その結 果みなが利益の獲得 のためにのみ働き、「相互扶助」的な活

動が廃れ、雇用労働 のみ が重視されるようになったとすれ ば、それをビチェ村の人々はnoro

概念 に則った地域発展とは捉えないだろう。

一部のビチェ村住民が高度な教育を受け、都市部 や外国で高収入もしくは高い社会的地位

を得たとしても、それはその住民個人にとっての発展であって、たとえビチェ村からそのような

個人が多数輩 出されたとしても、必ずしも地域発展と捉えられ るわけではない。おそらくそのよ

うな個 人は、ビチェ村の人々に「気前 良く」自らの利益を分配し、また村人の生活に寄与するよ

うな「相互扶助」的な活動を頻繁 に行うことを求められるであろう。多くの利益の獲得や優れた

個人を輩出していくその過程 、そしてその結果が、ビチェ村の人 々の認識するnoro概 念から

外れたものであれ ばそれ は地域発展ではないのである。

4. 今後の地域発展 に向けて

本研究が 対象 としてきたのは、自然 資源 とそれを共 同利用する人 々が形成する相 互利用

ネットワークを基盤とした地域社会 の発展であった。そのなかで、ローカル ・コモンズにおける

noro概 念の4要 素と、それに対して地域社会 の動態のなかで形成されてきた方向軸 、すなわ

ち「気前 の良さ―ケ チ」、「寛容さ―厳 格 さ」、「相互扶 助―雇 用労働 の重視 」、「働きか けの重

視―境 界 の強調」を抽出してきた。

しかしながら、地域社会は多様である。発展の基盤 とするものも、目標もまた多様である。

ビチェ村 の人々が、ガトカエ島 (とくにビチェ村内) の 自然資源とビチェ村のVP集 団を地域発

展の基盤 とするならば、内部社会 に対しては「気前の 良さ」、「寛容 さ」、「相互扶 助の重視」、

「働 きか けの重視 」という方向に、そして同時に外部社会に対しては 「ケチ」、「厳格さ」、「雇用

労働」、「境界 の強調 」を重視 していくことで、地域発展に向かっていくことが可能であったと考

えられる。

しかしながら、発展の 主体 となり、その 目標を決めていく人々が何を重視するか によって、

形成され る方向軸は変わり、またそれらが地域を発展 に向かわせるのか、衰退に向かわせ る

の かも変わ っていく。例えば、多くの人 々が現金収入の獲得のための諸活動を重視 して発展

を模索しているのであれ ば、「気前 の良さ」や何 らかの 「名誉 (もしくは見栄や権 威)」、もしくは

「自家消費 目的での資源 の獲得」を重視することは、発展を阻害することにもなりうる。

また人々が「利益 (もしくは収穫) の最大化 」を目指すのか 、それとも「平準化 (もしくは必要

最小 限化)」を求めるの かによって、そこで重視される諸要素とそこに関わる方 向軸 について

も、発展 につながるのか、衰退に向かわせるのか、大きく変わってくるだろう。
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この ほか 、「効率化 の重視-儀 礼 ・儀 式の重視」、「個 人の重視-地 域社会 (もしくは親族集

団、場合によっては国家) の重視」、「外部社会への依存-地 域住民主体」など、何を目標 とし

て (またその 目標 に至るための道筋として) 重視していくのかによって、様 々な方向軸が考 えら

れうる。

発展とは何か、豊かさとは何か。そして、これらをどのように捉え、また社会 において、これ

らを現実化していくのか。その答えを得るのは、容 易ではないが、多様 な地域社会の動態を把

握していくことは、そのための第一歩となるであろう。

筆者 は、ビチェ村 のローカル ・コモンズ のなかに組み込まれ生活してきた。その一方 で、外

部社会に属する研究者でもあった。

ビチェ村に暮 らしなが ら、ローカル ・コモンズの動態を探 り、村 人が資源を共同利用するな

かで筋が通っているとみなす、すなわち正 当性を示すnoro概 念を把握していった。noro概 念

の4要 素は、村人の行動すべて、村人の頭の 中、価値観すべてを表現しえないかもしれない

が、それ らを解釈する重要な手掛 かりになるものであった。それ は、魚販売という開発を試行

していくなかで、村人が求める「豊かさ」に結びつく地域発展を探ることにも結びついた。

また4要 素 は、魚販売を実施することにもつながった一方で、中断した要因にも大きく関わ

っていた。魚販売を中断した要因が4要 素と関わっていたからこそ、中断することがnoroと しう

る共通認識として村人 らに受け止められたとも解釈できよう。地域社会 内部の正 当性概念を

把握することは、そこに外部社会 が関わっていくための手掛かりにもなり、また手を引くことの

正 当性 にも結びつきうるのである。

ビチェ村は、豊 かな 自然資源に恵まれた村であった。そして、やや揺らぐことはあったもの

の 、周 囲の村 々が羨むほどのまとまりを長年 にわたり保ってきた。まさしく、資源を共 同利 用

する親族集団という「血 」とその資源を共同利用した「生活」を根幹 にした地域 であり、その試

行錯誤 は、地域 発展に向けた模 索過程 であった。しかしなが ら、「地域」としてのまとまりの基

にもなる「生活」におけるnoro概 念という共通認識は、それ 自体が持つ負の側面が 、地域発

展 の阻害要因ともなっていた。

noro概 念のような共通認識も、「血」の繋が りも (その濃さは相互利用ネットワークの関わり

の密度で決まってくるのかもしれない)、薄れていったとき、地域発展は、個人の、もしくは家族

ごとの豊かさの追求 に変わっていくのであろう。それ は、地域社会が 、地域社会というまとまり

での発展 に向けた試行錯誤をあきらめたことを意味する。地域社会が地域の 多様な資源を基

盤にして、積み上 げ、形成してきたローカル ・コモンズ や、試行錯誤過程 から再構 築した新た

な概念や制度、叡 智の敗北でもある。そのツケや負債 (地域社会 の崩壊 や各個 人、家族ごと

の格差の拡大、結びつきの薄れなど) は、地域社会 の人 々が支払っていくことになるだろう。

また、本研究が残 している課題も数 多い。例えばビチェ村で魚販売が成功 し、地域 発展に

向かったとき、それが地域のまとまりを失いつつある村 々にどのように波及しうるのか、また地

域をよく知る (よく知ろうとする) 地域 研究者という外部者が 、地域発展 においてどのような役

割を果たしうるのか 、そこに言及するには至っていない。

本研究では、ローカル ・コモンズに外部者 (外部社会) が関わっていく動態を描いてきた。そ
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して、ローカル ・コモンズのなかで重視されてきた共通認識と外部者 との関わ りのなかで新た

に形成されてきた概 念を提示した。そして、地域社会を上下左右 いずれ にも動かしうる方向軸

として、地域 発展 (衰退) という縦軸 のなかに組み込んだ。それ は、地域発展 におけるローカ

ル ・コモンズと外部者 、そしてローカル ・コモンズの形成してきた諸概念の関係性 の明示を試

みたものであり、何 らかの地域発展 の理想や評価をするためのものではない。

本研究では、地域 の (そしてそこに外部者が加わった) 試 行錯 誤が、果たして地域を発展 さ

せたのか、衰退させたのか、具体的な指標 や数年間の単位で評価 することを目的とはしなか

った。ただ、ビチェ村の人々の地域発展に向けた試行錯誤を捉えることを試み 、その地域発展

モデルを提 示したのみ である。村人の試行錯 誤が止 まることがないのであれ ば、このモデル

は今後の動態を把握 していくための羅針盤 にもなるであろう。

地域 の人々が 、発展に向けて試行錯誤を続けていくのと同時に、研究者 としてそこに関わ り

つつ、また離れ つつ彷徨していくこと、異なる地域社会 ・外部者 がそれを互 いに認め合えるこ

と、それ だけが 、地域 を発展させ る (発展 に向けて試行錯誤させていく) 条件 のように感じられ

てならない。

一時的なブームに乗 り、また自己の欠損部分を埋めるための 自己満 足に終始するような外

部者が 、その都度異 なる耳当たりの良い美辞麗句 、「普遍的」な価 値観を押 し付 けることも、

大金や名声 に流され 、魅 かれた外部者が いたず らに多数、押 しか けることも、また「伝統」や

「慣習」を妄信 し、これらを固定化して捉えることも、地域 発展 のための試行錯誤を阻害してい

くのではなかろうか。地域が発展に向けて試行錯誤し続 けようとするその力を削ぐのではない

か。

ビチェ村の 人々が、自然資源とそれ を共同利用する人 々の相互利用ネットワークを基盤 に

しなが ら、また外部者と関わりなが らどのように地域 発展 を模索 していくのか 、単なる傍観者

ではなく1人 のビチェ村の村人として、また外部社会の1研 究者として、今後も関わって行きた

いと考えている。そして、さらに多様な地域社会を歩き回ながら、発展 とは何 か、豊 かさとは何

か 、探し求め続けて行きたい。
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主要な現地用語の発音とその意味

ara (アーラ): トウツル モドキ (Flagellaria indica)。 また トウツル モドキ を用 いた漁 。

ara hona (アー ラ・ホーナ): 堰 などに魚 を追 い込 まず 、水 中銃 で撃 つ トウツル モドキ 漁 。

arara (アララ): トウツル モ ドキの 葉 付 きの 蔓を縒 リ合 わせ た数 十mの 束 。

baka edeve (ヴ ァカ・エンデ ヴェ): サ ゴヤシを伐 倒 せ ず 、葉 のみ を切 り取 ること。

bangara (バンガラ): 親 族 集 団 の 長 、統 率 者 であ り、親 族 集 団 が 共 有す る資 源 の 管 理 者 。

binorue (ビノル エ): 毒 薬 。

boku (ボク): 境界 。

bonda (ボ ンダ): 境 界 。

buni (ブニ): カロフィルム (Calophyllum spp.)。 主 要な建 築 用 樹 木 の ひとつ 。

buruburuani (ブル ブル アニ): ソロモンカナリウム もしくはカナ リア ノキ の 半栽 培 地 。

butubutu (ブ トゥブトゥ): 祖 先 の 明確 な親 族 集 団。

chakei (チャケイ): 守 る。管 理 する。

chavi mola (チャヴィ・モーラ): カヌー 用 の 丸太 の 刳 リ抜 き作 業 、およびその 手 伝 い。

chero (チェロ): 採 集 する。拾う。

chidi (チンディ): 石を積 んだ堰 。

chigo (チンゴ): 焼 畑 。

chiko (チコ): 盗 み 。

chinaba (チナ ンバ): 漁労 活 動 。

chinukuna (チーヌクーナ): 移植 。移 植 した植 物 。

choku (チョク): 植 える。栽 培 す る。植 え付 け。

chovuku (チョー ブク): レッドシルクウッド (Burckella obovata)。 重 要な建 築 用 樹 木 の1種 。

chuba edeve (チュンバ ・エンデ ヴェ): サ ゴヤシの 葉 編 み 作 業 。

chubeu (チュンベウ): モンパ ノキ (Tournefortia argentea)。

edeve (エンデ ヴェ): サ ゴヤ シ (Metroxｙlon salomonense)。 屋 根 や 壁 の材 料となる。

ghaili (ガイリ): カツオの 一 本釣 り用 の 疑 似餌 。

goana (ゴアナ): 森 林 。二次 林 。

goana piru (ゴアナ ・ピル): 原 生林 。直 訳 すると野 生 の 森林 。

goete (ゴエテ): カナ リアノキ (Canarium indicum)。 カナ リウムナッツの1種 。ナ ッツは重 要 な食

用 資源 。

gohara (ゴー ハ ラ): 地拵 え 。

goliti (ゴー リティ): グメリナ (Gmelina moluccana)。 カヌー に用 いられ る樹 木 。

habuhabu (ハ ンブハンブ): 収 穫 する。

hecha (ヘチャ): 南 東よりの 貿 易風 。

hilahila (ヒラヒラ): 目印 。

hinage (ヒナンゲ): ニッパヤ シ (Nypa fruticans)。 内壁 の 材 料 に用 いられ る。
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hinoho (ヒノー ホ): 何 か を持 つ 、享 受 す る状 態 。豊 か さ。転 じて 、気 前 良 く振 舞 える状 態 も指

す 。

hirama (ヒー ラマ): 樹 木 の 伐 倒 。

holu (ホー ル): 買う。

hope (ホー ペ): 禁 忌 。聖なるもの 。

jupe (ジュペ): 二 度 焼 き。

kale vanua (カレ・ワヌア): 庭 。

kapuchu (カプチュ): ビワモドキ科 の1種 (Dillenia salomonensis)。 重 要 な建 築 用樹 木 の1種 。

kekea (ケケア): 恥 じる。

keri ropoto (ケー リ・ロー ポ ト): 棟 上 げ 。

kinovuru (キ ノーブル): 家 系もしくは 子 孫 。

konokono (コノコー ノ): 嫉 妬 。

kotukotuani (コトゥコトゥアニ): 休 閑 林 。

kuhe (クー ヘ): 嫉 妬 。

ligomo (リンゴモ): 精 霊 との 交信 道 具 。

luju (ル ージュ): トゲ ドコロ (Dioscorea esculenta)。

malaga (マーラガ): 貧 しさ。

maria (マ リア): ソロモンカナ リウム (Canarium salomonense)。 カナ リウムナ ッツの1種 。ナ ッツ

は 重要 な食 用 資 源 。

Mategele (マテンゲ レ): ビチェ村 の 人 々が 属 する親 族 集 団 。

meda (メンダ): バ ンリュウガン (Pometia pinnata)。 主要 な建 築 用 樹 木 のひ とつ 。

minila (ミニラ): ショウガ (Zingiber officinalis)。重 要 な焼 畑作 物 の ひ とつ 。食 用 、薬 用 、魔 除 け

な どに用 い られ る。

mohu (モーフ): 濡 れ る。北西 よりの 風 。

motumotu (モ トゥモ トゥ): 石 蒸 し。

mudu (ム ンドゥ): イランイランノキ (Cananga odorata)。 薬用 に用 い られ る。

nabo (ナー ボ): ウコンの複 数 種 (Curcuma spp.)。 薬用 、魔 除 けに用 いられ る。

naginagi (ナ ンギ ナンギ): キ バナ イヌジシャ (Cordia subcordata)。 重要 な 木彫 り細 工 用 樹 木 の

ひとつ 。

ngache (ンガーチェ): トロロアオイ (Hibiscus manihot)。 重 要 な焼 畑 作 物 のひ とつ 。

nginigo nginira (ニニゴ ・ギニー ラ): 腹 持 ちの よい食 物 。

nginigo tapabna (ニニゴ ・タパ ラーナ): 外 来の 購 入 食 品 。

nginira (ンギニー ラ): 力 。強 さ。固 さ。

ngochara (ンゴチャラ): ココヤ シ (Cocos nucifera)。

ngocharaini (ンゴチャライニ): ココヤ シ林 。

noro (ノロ): 筋 が 通 ったもの 、状 態 。直線 。正 しさ。

nunu (ヌーヌ): 地 震 。
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palavanua (パ ラワヌア): 村 、とくに居 住 域 。

pela (ペラ): 人 の嫉 妬 心 を好 む悪 霊 。

picha toka (ピチャ・トー カ): カナ リウム ナッツの 殻 割 りの 手伝 い。

picha varilegu (ピチャ・ヴァリレー グ): 樹 木 の巻 き枯 らし。

piki (ピキ): 荒 起 こし。

pinausu (ピナウス): 養 子 。

poda (ポ ンダ): 精 霊 。霊 能 力。

poda vamanoto (ポンダ ・ワマノト): 相手 の 怒 りを鎮 め る霊 能 力。

poda vadoma (ポンダ ・ワドー マ): 罵 ろうとする相 手 に声 を出 させな くさせ る霊 能 力。

pokipoki (ポー キポキ): 除草 。

popa (ポ パ): 乾 燥 。

popoara (ポ ポアラ): 食べ 物 の 贈 与 。

popoara soa mae (ポポ アラ・ソア ・マエ): お返 しとしての 食 べ 物 の贈 与 。

puchu puchu (プチュプチュ): バ ジル の1種 (Ocimum sp.)。 薬 用 に用 いられ る。

rao (ラオ): 樹 木 の伐 倒 。

riga (リンガ): 洪 水 。

rigi (リンギ): インドシタン (Pterocarpus Indicus)。 重 要な木 彫 り細 工 用 樹 木 のひ とつ 。

rihe (リヘ): コクタン (Diospyros sp.)。 重 要 な木 彫 り細 工 用 樹 木 のひ とつ 。

roroto (ロー ロト): ある集 団 の成 員と結 婚 した他 集 団 出 身者 。

ruta (ルタ): タロイモ栽 培 を行 う水 田。

tachori (タ・チョー リ): 恥 じる。

talo (タロ): タロイモ (Colocasia esculenta)。 重 要 な焼畑 作 物 の ひとつ 。水 田でも栽 培 され る。

tamadi (タマンディ): 父 方 の親 族 。

tamaturana (タマトゥラナ): 父母 兄 弟 姉 妹 、従 兄 弟 、従 姉 妹 などを含 む 近 縁 集 団 。

tatamana (タタマナ): 家族 。

tatavete (タタヴェテ): 利 用 。利用 す ること。

tavete (タヴェテ): 働 く。働 きか け。

tinadi (ティナ ンディ): 母 方 の親 族 。

tinoni (ティノー ニ): 人 。ときに成 人 男 性 。

tinoni jamajama (ティノーニ ・ジャマジャー マ): 代弁 者 。調 停 者 。スポー クスマン。

tinoni pa goana (ティノーニ ・パ ・ゴアナ): 森 の 人 々 。森 林 ・山 を居 住 地 とし、タロイモ栽 培 を行 う

人 々。首 狩 りの 対象 。

tinoni pa indere (ティノーニ ・パ ・インデ レ): 海 の 人 々 。海 辺を居住 地 とし、森 の 人 々 の首 を狩 り、

人 食を行 っていた 。

tinonl poda (ティノーニ ・ポンダ): 霊 能 力者 。

tinoni poraporana (ティノーニ ・ポ ラポラーナ): 様 々な技 術 に長 け、深 い知 識 を持 つ 村 人 。

toka (トーカ): 助 け。助 けること。
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totarendi (トー タレンデ ィ): 自 生 植 物 。

tuari (トゥア リ): 昔 。伝 統 。旧 習 。

tulageni (トウ ー ラン ゲ ニ): オ オ ウナ ギ (Anguilla marmorata)。

tuti (トゥティ): 家 系 。

umalau (マ ラ ウ): サ ツ マ イモ (Ipomea batatas)。 重 要 な焼 畑 作 物 の ひ とつ 。

uvi (ウ ヴ ィ): ダ イジ ョ (Dioscorea alata)。 重 要 な 焼 畑 作 物 の ひ とつ 。

uvikola (ウ ヴ ィコラ): キ ャ ッサ バ (Manihot esculentum)。 重 要 な 焼 畑 作 物 の ひ とつ 。

vabokae (ワ ボ カエ): 敬 う。

valusa makasi (ワ ル サ ・マ カシ): カ ツ オ の 一 本 釣 り漁 。

vanua (ワ ヌ ア): 家 屋 。

vari betoani (ワ リ・ベ トアニ): 分 け 終 え た 場 所 。

vari mekai (ワ リ ・メカイ): ま とま り。統 一 性 。

varisuru (ワ リス ー ル): 火 入 れ 。

vasara (ワ ー シ ャラ): ニ ュ ー ギ ニ ア ヴ ィテ ックス (Vitex cofassus)。 主 要 な 建 築 用 樹 木 の1種 。

vataholu (ワ タホ ー ル): 売 る 。

vinakarua bangara (ヴ ィナ カ ル ア ・バ ンガ ラ): 第 二 の バ ンガ ラ。

vinamagua (ヴ ィナ マ グ ア): 許 し 。寛 容 さ。

vinangira (ヴ ィナ ン ギ ラ): 禁 漁 。禁 猟 。

vinari tokae (ヴ ィナ リ・トカエ): 相 互 扶 助 活 動 。

vusivusi (ヴ シ ヴ シ): ケ チ 。わ が ま ま 。利 己 的 。
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主要な登場人物 ・親族集団 (アルファベット順)

Bale (バ レ): 母 タンバ ラは マテンゲレ集 団 であるもの の 、bangaraと なれ るVP集 団では なか っ

た 。ビチェ村 の西 部 、マランジ―イ シュー 間 のbangaraと なることを主 張 するもビ

チェ村 住 民 らに拒 否 され 、他 出 。

Bilei (ビレイ): 1934年 の ヴァンゴ ロの死 後 、マテンゲ レ集 団 のbangaraと なる。1998年 死 去 。

商 業伐 採 の 導 入 に反対 。

Billy Boy Kioto (ビリー ・ボ ー イ・キオ ト): マロヴォ島チ ェア村 出 身 であり、マテンゲ レ集 団で は

なか った が 、プ ロ島 の所 有 権 を主 張 し、敗 訴 。

Bilus (ビル ス): ヴァンゴ ロの次 男であ り、マテンゲ レ集 団 のtinoni jamajama (スポ ークスマン)。

2002年 に死去 。1964年 か ら、弟 ククー らとともにヴァングヌ島 東南 部 のLot8

を政 府 に貸 与 。

Buna (ブナ): 父 ロマサ 、母スンゲともに他 島出 身 であり、マテンゲ レ集 団 ではな か ったが 、マテ

ンゲ レ集 団 の女 性 タンバラと結 婚 。その長 女 が ペンテコ、長 男 は バ レ。

Ferol (フェロー ル): ビル スの 長女 セシリアの 長 男 。魚販 売 を積 極 的 に進 め る。

Harron (ハ ローニ): ヴァンゴ ロの次 男ビルスの 長 男 。1998年 か らマテンゲ レ集 団 のbangaraの

ひとり。

Ian (イアニ): ヴァンゴ ロの 三 男 ククー の 長 男 。ペンジュク村 の チー フであるもの の 、商 業 伐 採

をめ ぐる土 地 紛争 に嫌 気が 指 し、ビチェ村 に居 住 し続 けている。

Issac (アイザ ック): マテンゲ レ集 団でホニ アラ在 住 。ヴァンゴ ロの長 女 ヴェラバ ンナ の 長 女 ベ

ジー タの 夫 。前 ペア ヴァ村 チー フ。息 子 プ レスリー とともにガ トカエ島 およ

び 周 辺地 域 での商 業伐 採 を積 極 的 に推 進 。2006年 死 去 。

Jay (ジェイ): 初 代bangaraで あるティナ マナ エの 長 女テパ ミディの 長 男 。弟ンゴアとともに2代

目bangaraと なり、ガ トカエ島西 部 の 統 率 者 となった 。

Johenson (ジョヘンソン): バ カの次 男セーサ ラの 長 男 。2002年 の ビル スの 死 後 、マテンゲ レ集

団 のthoni jamajama。

John Tomau (ジョン ・トゥマ ウ): マテンゲ レ集 団 でありペアヴ ァ村 出 身 。プ レス リー とともにJP

社 を設 立 。ガ トカエ島を始 め として 、マロヴ ォ・ラグー ンの 各地

で商 業伐 採 を進 め る。

Kuku (ククー): ヴァンゴロの 三 男 であり、タルジル の 弟 ノンブの 死後 、マ ロアナ 集 団 のbangara

となる。カツオ 漁 に用 いる疑 似 餌 作 りの 名 手 。

Kulmola (クル モラ): マテンゲ レ集 団 では なか った が 、妻 ノセサ ンベ の 妹 リプラー ロが バ カの長

女 イアサ ンベと結 婚 し、ビチェ村 に居 住 するようにな り始 め た らしい。詳 細

は 不 明 。イアサ ンベ の子 ヴィラとメギー を養 子 にす る。

Kutumana (クトゥマナ): ヴァング ヌ島 出 身であ り、マテンゲ レ集 団 ではなか ったが 、霊 能 力 が あ

るとされ 、モナカの 養 子 とな る。妻 はテテ。バ カの 長 女 イアサ ンベの 子

セー サラとジョイスミナを養 子 にする。
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Maroana (マロアナ) 集団: ヴァングヌ島東南部の親族集団 。ヴァンゴロの妻タルジルは、マロ

アナ集団のbangaraで あった。

Mategele (マテンゲレ) 集団: ガトカエ島の親族集団。

Monaka (モナカ): 19世 紀後半のマテンゲレ集団のbangara。 強い霊能力者として畏れ られ、と

くに悪霊に憑依 された村人を見つけ出し、殺害する能 力に長 けていた。家

出した妻の両手両足を切 り落 として殺害 。

Ngoa (ンゴア): 初代bangaraで あるティナマナエの長女テパミディの次男。兄ジェイとともに2

代 目bangaraと なり、ガトカエ島東部の統率者 となった。

Nosesabe (ノセサンベ): 父はラッセル諸島出身、母はガダルカナル島出身。マテンゲ レ集 団で

はなかったが 、弟リプラー ロがパカの長女イアサンベと結婚したこと

から、ビチェ村に居住し始めたらしい。詳細は不 明。

Paka (パカ): 19世 紀末から20世 紀初めにかけてのマテンゲレ集団のbangaraの ひとり。霊能

力を持つとされ 、首狩 りにおける統率者でもあった。マテンゲレ集団のキリスト

教徒化には反対し続けた。1928年 に死去 。

Papae (パパエ): ヴァンゴロの長 男。1934年 のヴァンゴロの死後 、第二のbangaraと なる。1956

年死去。

Penpio (ペンピオ): ヴァンゴロの長男パパエの長男。1991年 から、マテンゲレ集団のbangara

のひとり。ペンピオは第二のbangaraに 過ぎないとする村人もいる。

Presley (プレスリー): マテンゲレ集 団でホニアラ在住 の弁護 士。ヴァンゴロの長女ヴェラバン

ナの長女ベジータの長男 。ペアヴァ村 のチーフの座を父アイザックか ら

受けつぐ。伐採企業と提携してJP社 を設立し、ガトカエ島、ヴァングヌ島、

ニュージョージア島などで商 業伐採を進めるも、各地で訴えられ敗訴。

Pudi (プンディ): マテンゲレ集団でペンジュク村出身。ビチェ村 出身のマテンゲレ集団の女性

ジョイスミナと結婚 。ペンジュク村での商 業伐採の導入に尽 力するも、村人ら

か ら訴えられ敗訴。農作業の雇用労働グループ作りの首謀者のひとり。

Rosemary (ローズマリー): マテンゲレ集団でホニアラ在住の看護師。1990年 代に魚販売を試

行したほか、製材機を購入してガトカエ島各地で製材を進め、2001

年から製材機をビチェ村 に譲渡。

Salad (サラッディ): マテンゲレ集団でありビチェ村出身。魚販売を積極 的に進めるも、販売利

益の着服疑惑をかけられる。

Simeon (シミオン): 父母はヴァングヌ島出身でありマテンゲレ集 団ではなかったが、ペンジュク

村のチーフであると主張して商業伐採を導入するも、村人らに訴えられて、

敗訴 。

Solen (ソリーニ): ヴァングヌ島出身。マテンゲレ集団でビチェ村出身のフェロールの妻。ヴァン

グヌ島で行われた商業伐採の伐採権料を受け取ったことでビチェ村住民の

嫉妬を受ける。

Tarujiru (タルジル): ヴァングヌ島東南部 のマロアナ集団のbangara。 首狩 り集 団であったマテ
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ンゲレ集 団のbangaraで あったヴァンゴロと結婚 。

Tesi (テシー): パカの長 男。1956年 のパパエの死後、マテンゲレ集団の第二のbangaraと なる。

1991年 死去 。

Tinamanae (ティナマナエ): マテンゲレ集団の初代bangara。bangaraと なったのは18世 紀半と

考えられる。

Vagolo (ヴァンゴロ): 19世 紀末から20世 紀初めにか けてのマテンゲレ集団のbangaraの ひと

り。霊能 力を持つとされ、首狩 りにおける統率者でもあった。マテンゲレ

集団のキリスト教徒化を推進した。妻はヴァングヌ島東南部のマロアナ

集団のbangaraで あったタルジル。1934年 に死去。

Veala (ヴェアラ) 集 団: ヴァングヌ島西部の親族集 団。かつては、マテンゲレ集 団の人々の首

狩り、人食対象となっていた。

Waital (ワイタール): マテンゲレ集団であるビチェ村 出身の女性メリリと結婚 したガダルカナル

島出身の男性。グメリナへの印付けによる優先利用権 の主張を始めた。

2001年 に自宅の建築のために相互扶助を村人らに依頼するも拒否され

る。農作業の雇用労働グループ作りの首謀者のひとり。
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主 要 な略 語 ・略 称

BN: Basic Needs (基 本 的 必 要) の略 。生活 にお ける衣 食 住など基本 的必 要 を意 味 する。

D社: マ レー シア 系 の伐 採 企 業Delta社 の略 。2003年 か ら2004年 にか けて 、ペ ンジュク村 で

商 業 伐 採 。

E社: オー ストラリア系 の 伐 採 企 業Emmett Logging Ltdの 略 。2000年 に、ポ レレで商 業 伐 採を

行 う。

EM社: マレー シア系 の 伐採 企 業Earth Movers社 の 略 。マレー シア ・サ ラワク州 に本拠 を置 く

Lee Ling Timber Co.の 子 会 社 。

GH社 :フィリピン系 の 伐 採企 業Golden Harvest社 の 略 。2000年 か ら2002年 にか けて、サゲ

オナ村 で商 業 伐 採 。

GS社: インドネシア系 の 伐 採企 業Golden Springs International Ltd.の 略 。社 長 は インドネシア ・

東 カリマンタンのSumber Mas Timber Groupの インドネシア人 。1998年 以 降 、ソンビロ

村 や ビリ村 などで商 業 伐 採 。

HDI: Human Development Index (人 間 開発 指 数) の略 。「人 間 」を中心 においた発 展 を標 榜 す

るUNDPが 発 展 指 標 として作 成 。「長 寿で健 康 な生活 」「知 識 」「人間 らしい 生活 水 準 」の

測 定 を試 み る発 展 指 標 。

ILO: 国 際労 働 機 関 (International Labor Organization) の略 。

IMF: 国 際 通 貨 基金 (International Monetary Fund) の略 。

JP社: ペア ヴァ村 出 身の プレス リー とジョンが 商 業 伐 採 を導 入 す るため に設 立 した地 元 会社

JP Enterprises Ltdの 略 。1997年 か らPP社 などと提 携 して、ポ レレで商 業 伐 採 。

M集 団: ガ トカエ島 の 人 々 の 多くが属 しているMategele (マテンゲレ) 親族 集 団の 略 。

MEF: マライタ島 出 身者 らで構 成 され た 武装 組 織Malaita Eagles Forceの 略 。

NIEO: 新 国 際経 済 秩 序 (New International Economic Orderの 略 。1973年 の 国 連 資源 特 別 総

会 で採 択 され た 。

O社: マ レー シア 系 の伐 採 企 業Omex社 の略 。2000年 か ら2001年 にか けてペンジュク村 で商

業伐 採 。

PM社: マレーシア系 の 伐 採企 業Pacific Metro社 の 略 。2003年 か ら2004年 にか けて、ビリ村

で商 業 伐 採 。

PP社: マレー シア系 の 伐 採 企 業Panpacific Ltd.の 略 。1996年 にブロ島 、1997年 以 降 、ポ レレ

などで商 業伐 採 。

RAMSI: the Regional Assistance Mission to the Solomon Islandsの 略 。2003年 以降 、オース ト

ラリアを中 心 に形 成 され たソロモ ン諸 島 地域 支 援 ミッションであ り、治 安 回復 や違 法

行 為 の 取 り締 まりを行 ってい る。

SDA: セブンスデ ィ・ア ドベンティス ト (Seventh Day Adventist、 安 息 日再臨 派) の略 。

SID: Solomon Islands Dollarの 略 。ソロモン諸 島 の通 貨 。

SP社: マレー シア系 の 伐 採 企 業Silvania Products社 の 略 。マレー シアのKumpulan Emas

Berhadの 子 会社 。
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SS社: マレーシア系 の 伐 採企 業Samling San社 の 略 。2003年 か ら2005年 にか けてサ ゲオナ

村 や ペンジュク村 で商 業伐 採 。

UNDP: 国 連 開 発計 画 (United Nations Development Programme) の 略 。

UNICEF: 国連 児 童 基 金 (United Nation Children's Fund) の 略 。

ワル サ 漁: ビチェ村 の 人 々 が 行 ってきたカツオ の 一 本 釣 り漁 、valusa makasi (ワ ル サ ・マカシ)

の略 。

VP集 団: Mategele (マテンゲ レ) 集 団 のbangaraで あったヴァンゴロとパ カを祖 とする親 族 集 団

の 略 。

WWF: 国 際 協 力NGOで あるWorld Wide Fund for Natureの 略 。

276



謝辞

本稿を執筆 するなかで、ビチェ村の人々の姿が頭 から消えることは無かった。筆者がビチェ

村に居候 し始めた2001年1月 には、まだ生後2週 間であったバリ、その姉のジネン、モニタ、

アニタ、そしてフェロール・ソリーニ夫妻。教科書、辞書のないマロヴォ語を教えてくれたのも彼

ら、彼女 らであった。

昔の ことを根掘 り葉掘 り聞く筆者をいつも温かく迎えてくれたビルス・ラオサ夫妻 、その息子

のハ ロー二。この5年 の間に亡くなってしまった人たちもいる。

たくさんの子ども、にいちゃん、ね えちゃん、おっちゃん、おばちゃん、じいちゃん、ばあちゃ

んたち、みな筆者の父母兄弟姉妹 、子どもであり、友であり、仲間であり、そして師匠であった。

ありがとう。

ビチェ村に戻りたい、という気持ちは、とにかく早く博士論 文を仕上 げようという気持ちにさ

せてくれた。ビチェ村の人々とのつながりは一生切れることは無いだろう。

筆者が聞き取 り調査を主要ツールにしたフィールドワークに興味を持ったのは、井上真 氏に

よるインドネシア研究 に触れ る機会があったことがそのきっか けである。それ以来、井上氏に

は12年 余りにわたり、フィール ドワークのみならず 、論文の執筆 、研究 に対する姿勢全般 にご

指導いただいた。

筆者 がこれまで行ってきたフィー ルドワークの多くは 、井上氏か らいただいた機 会を活かし

たものであった。結婚後は、良き父としてまた夫としての井上氏の姿から学ぶこともまた多か

った。感謝の言葉は尽きない。

また永 田信氏は、熱く暴走 しがちな筆者を優 しく見守ってくださり、ときに鋭い指摘でヒヤリと

させ てくださった。暑苦 しく泥だらけになって這い回るフィールドワークから帰った筆者に、研究

の深 さ、もどか しさに冷静 に対応する姿 勢を植え付 けてくださったのも永 田氏である。また薩

摩 白波を飲んで酩酊することしか知 らなかった筆者 に、日本酒のおいしさを教えてくださったこ

とにも感謝 している。

修士 ・博士課程を通じて、井上 ・永田両氏のもとで思う存分、研究 に打ち込むことができた

の は本 当に幸運であり、自らの成長にも結びついたと考えている。

初めてのフィールドワークを行った高知 県吾北村に送 り出してくださったのは、石橋 整司氏

であった。同氏および高知大学の古川泰氏の尽力により、吾北村では、地 区長であった筒井

俊 夫氏や黒 石利武氏を始めとする、やさしくあったかい人 々たちに出会うことができた。吾北
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くの示唆を受けた。ここに記して感謝したい。
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の荒井和子氏、川合あけみ氏にも感謝 している。
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論文の内容の要旨

本研 究の 目的は、ソロモン諸島ビチェ村を事例 に、ローカル ・コモンズを基盤 とする地域社

会の動態を地域発展に向けた試行錯誤過程として捉えなおし、ローカル ・コモンズがどのよう

に関わ りながら地域 発展を進めていくのかを明らかにすることである。

ソロモン諸 島では、地域 の資源 を生活基盤 として共 同利用するなかで、労働 力や技 術、知

識を相互 に提供し合える、という信頼を共 有する成員のネットワーク (以 下、相互利用ネットワ

ーク) が形成されている。本研究では、ローカル・コモンズを「地域社会の基盤である自然資源

と、それを共同利用する人 々が形成する相互利用ネットワーク、およびこれ らの利 用制 度」と

定義する (図1)。

図1 ローカル ・コモンズの概 念 図
注) 特定地域とは、自然資源を基盤として形成された集落や村レベルの地理的な広がりを指す。

序章 では、既存 の発 展論を批判 的に検討 し、地域 発展 を地域社 会の人 々が求める「豊 か

さ」に向かう過程 とし、指標や普遍的な目標に縛 られない、多様な地域発展を描くため の視 点

を設けた。そして地理的な枠 に限定されないローカル ・コモンズと、外 部社会との関わ りのなか

でのその動態を把握するために、相互利用ネットワークによって形成されたローカル ・コモンズ

の概念図を提示した。

第1章 では、商業伐採管理を中心に展開してきた森林政策における慣習的資源所有の位

置付けを探った。

20世紀前半のココヤシ農園開発とともに進んだ商業伐採から、戦後の慣習地の保留林指

定と政府取得地での商業伐採、丸太輸出による独立政府の財源確保のための商業伐採増加

へと変容するなかにおいても、慣習的資源所有は維持され続け、各地域の親族集団が商業

伐採の導入主体のひとつとなっていたことを明らかにした。ソロモン諸島は、法的にも実質的

にも慣習的資源所有が認められてきた数少ない地域のひとつと位置付けられるのである。
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第2章 では、ビチェ村を対象に1915年 のキリスト教徒化から1950年 代までのローカル・コ

モンズの動態を探った。

キリスト教徒化にともない、ガトカエ島を四分化する境界 (以下、四分化境界) が決め られ 、

各地 区にチーフが任命され た。しかしなが ら、村 人の資源利用において四分化境界が意識さ

れることはなく、マテンゲ レという親族集団 (以下 、M集 団) 全体でガトカエ島の資源が共同利

用されていた。

ガトカエ島の野生 の動植物 ・魚介類は、M集 団全体に「成 員利用権 」が認められていた。成

員利用権 とは、何らかの集団の成員であれ ば生得的に認められる共 同利用権のことである。

さらに「優 先利用権」が認められていた資源もある。優 先利用権とは、森林の伐開や野 生植

物の移植など、資源 に何 らか の「働きかけ」を行うことで認められ る優先 的な利 用権 のことで

ある。M集 団であれば優先利用権を得ることができたのは、焼畑用地 および栽培 ・半栽培植

物であった。栽培植物の収穫 については、栽培者が独 占的に行っていたものの 、収穫物 は村

人全体で共同調理され 、他村者にも贈与されていた。

相互扶助も盛んに行われ 、ココヤシの収穫時には他村に暮らすM集 団成員も来村し、共同

労働 に加わった。村人 同士で雇用労働を行うことはなかった。ビチェ村の人 々は、M集 団とい

う繋が りを基に資源を共 同利用し、また無償での相互利用ネットワークを形成していたのであ

る。

第3章 では、1960年 代から1990年 代前半までのローカル ・コモンズの動態を明らかにした。

1980年 代半ばまで、ビチェ村の資源は他村者 の利用が認められていた。しかし、主収入源で

あったコプラの買い取 り価格の低迷 にともない、木彫 り細工や魚介類などが代替収入源とな

るにつれて、ビチェ村内でのこれらの資源 の販売 目的での利用 は、基本的にビチェ村住 民の

みに認 められることになった。また外国漁船の操業 、船外機 の導入 にともない、魚の贈与 ・分

配も衰退 した。

第4章 では、商業伐採 の導入要因をローカル ・コモンズの視点から明らかにするとともに、

商業伐採後の ローカル ・コモンズの混乱 について説明した。

ビチェ村 の人々は、人 口増加 にともなう教育費の増加と新たな焼畑用地、収入源の必要性

から、商 業伐採 の導入を決めた。商業伐採の雇用労働には多くの村人 が参加 した。しかしな

がら、出来高制の伐採労働 は過伐の原因となり、村 に建材不足をもたらした。また村 人は、伐

採権料の金額への不満と、複数の村人が行った利益 の着服 により、相互に不信感を抱くよう

になった。

第5章 では、商業伐採終 了後に導入された製材販売において試行されたローカル ・コモン

ズの再構築過程を明らかにした。

2001年 には、村人による小規模伐採と製材、都市部での製材 品の販売 (以下、製材販売) 

が始まった。製材品はM集 団で共同利用され 、また日常的な相互扶助に支障がないような作

業班が形成された。しかしながら、製材販売は2002年 末に中断することとなった。商業伐採時

に雇用労働 が行われて以降、村内での活動 についても、対価としての現金の支払いが求めら

れるようになり始めていた。村 人は、利益 の多くが製材機 の修理 費用に充てられ 、労賃が支
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払われないことに嫌気が差し、参加を拒むようになったのである。

第6章 では、ローカル・コモンズの動態から見えてきた、村人が形成 した正当性概念とその

変容の方 向性を明らかにし、正 当性概念に則った魚販売の試行過程について考察 した。

村人が正当 (noro) とする共通認識 (以下、noro概 念) は、1) 資源の共 同利用を認め 、収穫

物を贈与 ・分配する「気前の良さ」、2) 相手を強く非難することを禁 忌とし、誤 りに罰則を加えな

い「寛容さ」、3) 自己利益のみを追求しない「相互扶助」意識 、4) 資源 の「豊 かさ」を享受し、ま

た優先利用権の主張にも結 びつきうる「働きかけ」の重視、であった。

noro概 念を共通認識とする「核」はビチェ村住民となり、他集団に対 しては、雇用労働 や厳

格さを含む利用規 制、境界の強調、ケチ (利 己的) な対応 という「したたかな壁」が形成された。

また「核」内部 にも問題が生じていた。旅行者の減少により木彫 り細 工の販売 が難 しくなり、村

人の主収入源 は、余剰農作物販売 のみ になっていた。そこに伐採企 業が商業伐採契約を持

ちかけた。多くの村 人が商業伐採 の再導入 に反対したもの の、密かにサ イン料を受け取った

村人4人 によって伐採契約が結ばれ、村内部に不和が広がることとなった。さらに1980年 代

以降、船外機 を利用して魚を獲るようになった村人らは、ガソリン代がかかっていることを理由

に、他の村人に魚を販売するようになった。

2003年 時、村人らはこのような状況に不満を持ち、住民間の不和を解消し、気前の 良い漁

獲物などの贈与 ・分配を活発化しつつ、現金収入を獲得していく「豊かさ」を求めていた。

そこで試み られたのが魚販売であった。魚販売は、保冷箱 に村で買取った魚を入れて運び、

都市部で販売するプロジェクトであった。

魚販売の開始は商業伐採契約の破棄を後押しし、住民間の不和を解消に向かわせること

になった。しかしながら、当初計画していた村全体での共同漁労、余剰漁獲物の分配という気

前の良い振舞いや相互扶助は行われず、一部の村人による利益の着服は、新たな住民間の

不和を生み出した。さらに天候不順による不漁が続いたほか、都市部では同郷者から気前の

良い振舞いとしての魚の提供が求められ、減益に結びつくこととなった。

終章では、noro概 念を基盤とするローカル ・コモンズが内包する地域 発展 の阻害要 因と困

難さについて考察した。

ビチェ村におけるローカル ・コモンズを基盤にした地域発展とは、外部社会と関わって現 金

収入などを獲得 しつつ、noro概 念に則ってローカル ・コモンズを再構築していく過程であった。

「地域の 自然資源に関わろうとする外部者、および外部者 らが 対象とする資源 とその管理

制度」を「外部者の資源管理」と呼ぶこととしよう。外部者とは、ローカル ・コモンズにおける相

互 利用ネットワークの外部 にいる者であり、地域 のいずれの資源に関 しても成員利用権 が認

められていない者を指す。

「外部者の資源管理」が対象とする自然資源 やその管理制度は、ローカル ・コモンズのそれ

と完全に重なり合うわけではない。ローカル・コモンズと「外部者 の資源管理」が部分的にすり

寄 り、また離れつつ資源管理のあり方を探る一方で、ローカル・コモンズとそこに関わ ろうとす

る外部者が基盤になり、地域 発展を模 索していくのである (図2)。

ローカル ・コモンズと「外部者の資源管理」は、豊かさ (もしくは貧しさ) に向かう力に引っ張ら
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れながら、動き続 けることになる。この動態の過程こそが、地域発展 (衰退) なのである。

商業伐採の密契、伐採権料 や魚販売利益の着服を厳しく非難 しない寛容さは、「負の寛容 」

とも言い換えられ る。寛容さを求められ るがゆえに不満が表出することは稀であるものの、相

互利 用ネットワークの基盤 となる信 頼関係が崩れていくことに繋がっていく。また気前の 良さ

が求 められることによる、都 市部での魚の提供 は、減益の 原因となっていた。さらに「働きか

け」の 重視 は、魚販売において漁に出た者 のみ が利益を得 られ るという主張に結 びつき、気

前の 良い魚 や利益の贈与 ・分配を妨 げることになった。

noro概 念の4要 素は、その活発化もしくは強調が村人の求める「豊かさ」に結 びつくこともあ

れ ば、また地域発展を妨げる負の要素にもなっていた。ローカル ・コモンズを基 盤にした地域

発展 は、ローカル ・コモンズ 自体 が内包する要素が正と負 の両側 面を持ち、地域を混乱 や衰

退にも向かわせるという困難さを持っているのである。

図2 ローカル・コモンズと外部者の資源管理を基盤にした地域発展モデル
注) 外部者がローカル・コモンズにおける相互利用ネットワークに加わっていくことで、外部者の資源管理が

地域発展の基盤となっていくこともイメージしている。
「気前の良さ―ケチ」、「寛容さ―厳格さ」、「相互扶助―雇用労働」、「働きかけの重視―境界の強調」の
4本の軸は、地域社会 (部分的に外部者を含む) を地域発展にも、地域衰退にも進めうる上向き、ときに

下向きに変わる上下可変的な軸である。
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